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昭
和
59
（
１
９
８
４
）
年
４
月
７
日
付
「
大
平
南
中
が
開
校
」　　
　
　
　

下
野
新
聞
か
ら

　

予
防
接
種
法
に
基
づ
く
定
期

予
防
接
種
の
対
象
の
お
子
さ
ん

に
、
市
か
ら
通
知
書
・
予
診
票

を
送
り
ま
す
。
必
ず
協
力
医
療

機
関
に
予
約
し
早
期
に
接
種
し

ま
し
ょ
う
。

★
４
月
に
通
知
発
送
す
る
予
防

接
種
と
対
象
者

○
Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
四
種
混
合
１
期
・

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
１
期
・
ヒ

ブ
・
小
児
用
肺
炎
球
菌　

生
後

２
月
の
こ
ろ
（
２
月
生
ま
れ
）

○
日
本
脳
炎
１
期　

満
３
歳
の

こ
ろ（
平
成
22
年
３
月
生
ま
れ
）

※
対
象
者
へ
生
後
２
月
・
満
３

歳
の
こ
ろ
に
毎
月
発
送
。

○
麻
し
ん
風
し
ん
混
合　

２
期

幼
稚
園
・
保
育
園
の
年
長
児
相

当
（
平
成
19
年
４
月
２
日
～
平

成
20
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

○
二
種
混
合　

小
学
６
年
生
相

当
（
平
成
13
年
４
月
２
日
～
平

成
14
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

※
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
２
期
と

二
種
混
合
は
接
種
期
限
（
平
成

26
年
３
月
31
日
ま
で
）
あ
り
。

○
日
本
脳
炎　

特
例
対
象
者

・
１
期
不
足
分
の
勧
奨
対
象
者（

平
成
17
年
４
月
２
日
～
平
成
19

年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

・
２
期
接
種
の
勧
奨
対
象
者（
平

成
７
年
４
月
２
日
～
平
成
８
年

４
月
１
日
生
ま
れ
）

※
接
種
不
足
回
数
分
の
予
診
票

を
送
付
。

※
右
記
以
外
の
お
子
さ
ん
は
、

個
々
に
対
応
し
ま
す
。
最
寄
り
の

問
合
先
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

★
共
通
事
項

◆
接
種
場
所　

市
内
協
力
医
療

機
関
（
※
要
予
約
）

◆
費
用　

無
料

◆
持
っ
て
い
く
も
の　

母
子
健

《
変
更
点
》

①
ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
・

子
宮
頸
が
ん
予
防
の
定
期
接
種

化　

ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
・

子
宮
頸
が
ん
予
防
の
３
ワ
ク
チ

ン
は
、
４
月
か
ら
定
期
接
種
と

な
り
ま
す
。
対
象
者
へ
、
予
診

票
等
を
個
別
通
知
し
ま
す
。

※
３
月
ま
で
に
配
布
し
た
任
意

予
防
接
種
用
の
予
診
票
は
そ
の

ま
ま
使
用
で
き
ま
す
。

②
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
の
定
期
接

種
対
象
年
齢
の
拡
大　

４
月
か

ら
、
定
期
接
種
の
対
象
年
齢
が

生
後
３
月
～
１
歳
に
至
る
ま
で

の
間
と
な
り
ま
す
。

③
日
本
脳
炎
特
例
対
象
者
の
追

加　

４
月
か
ら
特
例
対
象
者

に
、
平
成
７
年
４
月
２
日
～
５

月
31
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
が

追
加
さ
れ
ま
す
。

④
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

（
任
意
予
防
接
種
）
の
通
年
接

種
化　

市
内
に
居
住
す
る
満
70

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
接
種

費
用
の
一
部
を
助
成
（
１
人
に

つ
き
生
涯
１
回
）

◆
助
成
金
額
３
千
５
百
円
（
超

過
分
は
自
己
負
担
）

※
予
診
票
等
は
問
合
先
へ
。

《
新
規
事
業
》

　

県
内
定
期
予
防
接
種
相
互
乗

り
入
れ
事
業
の
開
始

　

定
期
予
防
接
種（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
等
）

に
つ
い
て
、
４
月
か
ら
、
県
内

の
協
力
医
療
機
関
で
あ
れ
ば
、

依
頼
書
や
窓
口
で
の
費
用
負
担

な
し
で
接
種
で
き
ま
す
。

　
【
対
象
者
】
居
住
す
る
市
町

下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て

　

下
水
道
利
用
の
場
合
、
井
戸

水
を
使
用
し
て
い
る
世
帯
は
、

使
用
人
数
で
下
水
道
使
用
料
が

決
ま
り
ま
す
。
人
数
が
変
更
に

な
っ
た
と
き
は
下
水
道
課
へ
連

絡
く
だ
さ
い
。

※
水
道
水
（
市
水
）
だ
け
を
使

用
し
て
い
る
世
帯
は
変
更
届
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

下
水
道
課
（
水
道
庁
舎
）
☎
20

‐
５
７
１
１

公
共
下
水
道
の
供
用
開
始

　

区
域
を
拡
大

　

３
月
31
日
か
ら
公
共
下
水
道

の
使
用
で
き
る
区
域
に
つ
い
て

「
供
用
開
始
の
告
示
」
を
行
い

ま
す
。
次
の
区
域
が
新
た
に
下

水
道
が
使
用
で
き
ま
す
。

　

栃
木
地
域
で
は
、片
柳
町
１
・

５
丁
目
、
薗
部
町
１
・
２
丁
目
、

箱
森
町
地
内
の
各
一
部
、
大
平

地
域
で
は
、
富
田
、
蔵
井
、
新
、

西
野
田
地
内
の
各
一
部
、
藤
岡

地
域
で
は
、
藤
岡
、
赤
麻
地
内

の
各
一
部
、
都
賀
地
域
で
は
、

平
川
、
升
塚
地
内
の
各
一
部
、

西
方
地
域
で
は
、
金
崎
、
金
井
、

真
名
子
地
内
の
各
一
部
で
す
。

　

供
用
開
始
区
域
の
告
示
に
関

す
る
書
類
は
、
下
水
道
課
で
縦

覧
し
て
い
ま
す
。
区
域
の
詳
細

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
供
用
開
始
区
域
の
皆
さ
ん
へ

　

公
共
下
水
道
は
生
活
排
水
に

よ
る
生
活
環
境
の
悪
化
や
河
川

等
の
水
質
汚
濁
を
防
止
す
る
た

め
の
施
設
で
す
。

　

き
れ
い
で
住
み
良
い
街
（
環

境
）
づ
く
り
の
た
め
整
備
さ
れ

た
公
共
下
水
道
に
１
日
も
早
く

接
続
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
供
用
開
始
区
域
に
な
り

ま
す
と
、
下
水
道
受
益
者
負
担

金
が
賦
課
さ
れ
ま
す
。

下
水
道
課
（
水
道
庁
舎
内
☎
20

‐
５
７
１
１
ま
た
は
市
民
会
館

内
☎
24
‐
６
４
１
１
）

農
業
集
落
排
水
施
設

　
　
　

使
用
料
に
つ
い
て

　

農
業
集
落
排
水
を
利
用
の

場
合
、
使
用
人
数
で
農
業
集
落

排
水
施
設
使
用
料
が
決
定
し
ま

す
。
人
数
が
変
更
に
な
っ
た
時

は
下
水
道
課
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
西
方
地
域
に
お
い
て
は
、
水

道
水
（
市
水
）
だ
け
を
使
用
し

て
い
る
世
帯
は
変
更
届
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

下
水
道
課
（
水
道
庁
舎
）
☎
20
‐

５
７
１
１

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助

制
度
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

◆
補
助
対
象　

公
共
下
水
道
認

可
区
域
以
外
お
よ
び
農
業
集
落

排
水
事
業
の
区
域
以
外
で
、
専

用
住
宅
又
は
住
宅
部
分
が
２
分

の
１
以
上
の
併
用
住
宅
に
10
人

槽
以
下
の
合
併
処
理
浄
化
槽
を

設
置
す
る
場
合
で
、
年
度
内
に

工
事
が
完
成
見
込
の
方

◇
補
助
金
額
５
人
槽（
33
万
２
千

円
）
７
人
槽
（
41
万
４
千
円
）

10
人
槽
（
54
万
８
千
円
）

◇
申
込
開
始　

４
月
～

◇
そ
の
他　

工
事
は
「
栃
木
市

浄
化
槽
指
導
要
綱
」
に
従
い
、

浄
化
槽
設
備
士
の
い
る
業
者
に

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
法
律
で

保
守
点
検
・
清
掃
、
水
質
検
査

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

下
水
道
課 

（
水
道
庁
舎
）
☎
20
‐

５
７
１
４

子
ど
も
の
定
期
予
防
接
種

受
け
ま
し
ょ
う

予
防
接
種
４
月
か
ら
の

変
更
点
・
新
規
事
業

康
手
帳
、
記
入
済
み
の
予
診
票

※
何
ら
か
の
理
由
で
市
外
の
医

療
機
関
で
受
け
る
場
合
や
、
予

診
票
等
を
紛
失
し
て
し
ま
っ
た

場
合
は
、
事
前
に
問
合
先
ま
で

連
絡
く
だ
さ
い
。

以
外
の
市
町
に
か
か
り
つ
け
医

が
い
る
方
、
や
む
を
得
な
い
事

情
に
よ
り
居
住
す
る
市
町
で
予

防
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
方

◎
接
種
前
に
確
認
事
項
が
あ
り

ま
す
の
で
、

 

健
康
増
進
課

ま
で
事
前
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
県
外
で
予
防
接
種
を
す
る
場

合
は
、
依
頼
書
が
必
要
で
す
。

病
院
窓
口
で
は
接
種
費
用
を
負

担
い
た
だ
き
、
後
の
申
請
で
接

種
費
用
を
一
部
助
成
し
ま
す
。

 

健
康
増
進
課 

☎
25
‐３
５
１
１

 

健
康
福
祉
課 

☎
45
‐１
７
８
８

 

健
康
福
祉
課 

☎
62
‐０
９
０
４

 

健
康
福
祉
課 

☎
29
‐１
１
０
３

 

健
康
福
祉
課
☎
92
‐
０
３
１
１

　

５
月
15
日
（
水
）
か
ら
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
住
民
票

の
写
し
・
印
鑑
登
録
証
明
書
の

交
付
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま

す
。
交
付
を
受
け
る
に
は
「
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基

カ
ー
ド
）」
と
「
事
前
の
利
用

者
登
録
」
が
必
要
で
す
。
利
用

者
登
録
を
４
月
15
日
（
月
）
か

ら
次
の
窓
口
で
開
始
し
ま
す
。

【
コ
ン
ビ
ニ
交
付
利
用
者
登
録

の
受
付
窓
口
・
時
間
】

市
民

生
活
課
（
平
日
８
時
30
～
19

時
）

・

 

生
活
環
境
課
（
平

日
の
月
～
木
曜
日
８
時
30
分
～

17
時
15
分
、
金
曜
日
８
時
30
分

～
19
時
）

 

生
活
環
境
課
（
平

日
の
８
時
30
分
～
17
時
15
分
、

第
２
・
４
金
曜
日
８
時
30
分
～

19
時
）

 

生
活
環
境
課
（
平

日
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

【
利
用
者
登
録
に
必
要
な
も
の
】

①
住
基
カ
ー
ド
（
お
持
ち
で
な

い
方
は
、
カ
ー
ド
の
発
行
手
続
き

が
必
要
で
す
）
②
住
基
カ
ー
ド

の
暗
証
番
号
③
顔
写
真
付
き
の

公
的
な
身
分
証
明
書
④
印
鑑
登

録
証
（
印
鑑
登
録
し
て
い
る
方
）

　

利
用
者
登
録
の
際
、
住
基

カ
ー
ド
と
印
鑑
登
録
証
を
一
本

化
し
、
印
鑑
登
録
証
を
回
収
し

ま
す
。

【
利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
・
時

間
】
全
国
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

（
利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
は
増

え
る
予
定
）
６
時
30
分
～
23
時

（
12
月
29
日
～
1
月
3
日
、
機

器
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
除
く
）

【
発
行
で
き
る
証
明
書
・
手
数

料
】「
住
民
票
の
写
し
」「
印
鑑

登
録
証
明
書
」
各
１
８
０
円

※
「
住
民
票
の
除
票
」
や
「
住

民
票
コ
ー
ド
入
り
の
住
民
票
」

な
ど
は
発
行
で
き
ま
せ
ん
。

 

市
民
生
活
課 

☎
21
‐
２
１
４
７

・
２
１
４
８

  

５
月
15
日
コ
ン
ビ
ニ
で

証
明
書
交
付
サ
ー
ビ
ス
開
始

　
「
温
故
知
新
市
」
は
、
か

つ
て
の
市
内
の
様
子
を
当

時
の
新
聞
記
事
か
ら
紹
介

し
ま
す
。

西中に次いで３番目の規模。大平中は 13
クラスで 350 人ほど。
　生徒は県学校環境緑化コンクールで優秀
賞を獲得するような伸びやかな環境で勉学
やスポーツに励んでいる。部活動ではハン
ドボールは県下の強豪校。野球部は県の新
人戦で優勝歴を持つ。

　今年で創立 30 年を迎える。開校は記事
にある通り昭和 59 年 4 月。大平中学校か
ら分離し、新設開校した。大平中学校は昭
和 24 年に富山、水代、瑞
穂村の合併に伴って誕生。
人口増加で生徒数も 30 ク
ラスで 1,400 人を超えた時
もある。
　この時代は、少子化などを理由に中学校
の統合を進める地域もあった。しかし、昭
和 46 ～ 49（1971 ～ 74）年の第二次ベビー
ブーム期の子どもたちが中学校に入学する
時期を迎えており、大平南中は生徒数増加
に備える形となった。
　同中の生徒数は、24 年度は 17 クラス
で 480 人余。市内では栃木東陽中、栃木


